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A report on C12Sses in which students think a lot about "peace and l{uman Rlghts"

要

中学校における英語学習は.生徒にとって新たな外国語習得へと向かう非常に大きな経験となる。

アルファベットという文字を学習し,それが単語となり,やがて文や文章へと学習の幅が広がって

いく。学習した言語材料や語義を活用し自分のことを表現したり.何かについて説明をしたりする

ことが可能となる。中学1・2年次は「表現する」ことに主眼を置き,授業を創ってきたが,3年次

は,学習する言語材料や語葉も深まり,より幅を広げた英語学習に取り組ませたいと考え,「考える」

ことを授業のもうーつの核にすることにした。その際,教科書の内容や担当学年の総合的な学習の

テーマ,道徳の授業との関連なども意識し,「平和」「人権」をテーマに設定することにした。

授業を計画する際には, UNESCO (国際連合教育科学文化機関)が推進してきた国際理解教育

(education for intern飢ional understanding)の考え方を意1訟するようにした。 LL 教室で、1テう 1受業

で視聴する映像教材もこの考え方を意識し選定するようにした。そこで,『WORLD TRADE

CENTE磁および「FREEDOM WRITERS』の2作品を教材として用いることにした。また,教

科書から発展させた学習内容として,「we Arethe world」のビデオ制作や,アンネ#フランクの

日記の原典英訳版での学習,キング牧師の軌跡を描いた高校検定済教科書教材「The M故Ch 加

Freedom」の学習とあわせて.本テーマの学習プログラムと位置づけた。特に,卒業前の時期にあ

たる 1月・2月の授業では,「The March 加 Freedom」と『FREEDOM WRITERS』の 2つの教材

が内容的にもクロスする部分があったので,その点を意識しながら授業創りを進めた。

本稿は,その授業創りの研究実践の概要について述べたものである。

キーワード:考える平和人権表現する国際理解教育

「考える」英語の授業を創る
「平和・人権」をテーマとしてー

「考える」英語の授業を創る

英語科中島義和

新学習指導要領に基づく教育課程では,外国語科(英語科)の授業時数は週4時間となった。本校

英語科では,そのうち週3時闘を専任教員による教科書TOTALENGLISHを中心としたクラスー斉

授業に充て,残りの週1時問は非常勤講師によるクラス多展開授業を行っている。筆者は自分の担当

する週3時問の授業のうち,週2時間を教科審を用いた授業.週1時問をLL教室を活用したMovie

& MusiCの授業に充てている。

筆老は2010年度に第1学年を担任し,3年間学年を持ち上がり.英語の授業を担当してきた。第 1

2学年次は主として「表現する」ことに焦点を当てた授業・研究を行ってきたが,2012年度の第3学

はじめに
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年次は'「考える」ことを授業や活動の中で意識的に行う授業づくりを目指し,実践してきた。本稿

では,検定教科書内容からの発展的学習やLL教室で行う映像を教材'として,「考える」きっかけへ

とっなげる学習,また中学校の教科書の内容から発展させ,高校の教科書の教材を活用した授業の実

践について報告したい。

1.研究目的

「考える」ことを意識させる英語科の授業を計画・実践し,検証することを本研究の主要な目的と

し,教科書で扱われている題材に加え, LL教室で扱う砂H象教材や高校で使用されている教科書など

の活用や昨年度までの研究で取り組んできた,生徒が主体となる活動を絡めた「考える」授業の可能

性を考察する。

2.研究方法

①概要

①テーマ「平和・人権」に関係する題材を選定し,授業で取り扱うねらいや方法,順序,単元計画

などを考える。

②単元計画・授業案に従い,ワークシートを作成する。

③計画に基づいて授業や活動を行う。

④生徒の記述したワークシートやアンケートの内容から学習効果や目的を達成する内容であるか検

証・考察する。

Ⅱ研究の構想

②対象

お茶の水女子大学附属中学校

③期間

2012年10月~ 2013年3月

④分析内容

①授業中の反応観察や公開研究会の録画映像検証广活動の成果物検証

②ワークシートの生徒の記述

③学年終了時のアンケート調査

2012年度第3学年

1.授業のねらい

中学校の3年間の英語の授業や活動を通して,生徒たちが英語の力はもちろんのこと,「他老を受

け入れ,理解するという姿勢や態度」や「自分の思っていることや考えていること,感じていること

Ⅲ授業の構想
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などを積極的に相手に伝えよう(表現しよう)とする力」を身につけることをねらいとして取り組ん

できた。そのねらいを達成するためのーつのきっかけとして,第3学年では,「平和」や「ノ゛径」をテー

マとした題材を通し,「考える」機会を多く設定した授業を創りたいと考えた。その授業での活動の

ーつーつが前述した姿勢や態度,力の育成へとつながることや,生徒たちの中に少しでも何かが残っ

てくれることを期待し,授業を計画することにした。

第2学年次には,教科脊でMother Teresaについて扱ったが,これは第3学年次おける本テーマ

の学習への扉となる学習であった。また,担当学年の総合的な学習のテーマが3年間を通じて「いの

ち」(第1学年「いのち~生まれる~」,第2学年「いのち~いのちと向き合う~」,第3学年「いの

ち~生きる~」)であったこともあり,「平ネ山や「/q極」について考える機会も多かった生徒たちで

ある。その生徒たちに英語科の視点から,3年間学習してきた英語を媒介としながら.このテーマに

ついて「考える」機会をつくりたいと思い,本授業を計画するに至った。

2.本授業において意識したことと目標

本テーマに基づく一連の授業を行うにあたり,授業計画の際には,「平和」や「/q樹というテー

マだけが一人歩きせず,学習教材や他教科,総合的な学習や道徳とつながるように心がけるとともに,

UNESCO (国際連合教育科学文イ断幾関)が推進してきた国際理解教育(eduC飢ionforinternation田

Unde玲tanding)の考え方を意識するようにした。この考え方は,世界平和実現のために不可欠な考

え方である。また,この考え方においては,国際理解に加え,国際協力(internationa}cooperation)

や国際平和 antemationalpeace)への努力も必要である。和田 a羽9:2)は,国際理解教育を英語

教育の観点からとらえ、次のように定義している。

「野える」英語の授業を創る

自国や自分が属する文化だけでなく他国や異文化を理解する中で,平和と人類の福祉のために諸

問題を解決・改善しようとするための教育

また、国際理解教育のモデルとされている英国の Wor}dstudieS は, Fisher & Hicks a蛤5:8)では,

以下のように定義され,学習者のどのような面を育てるべきなのかを考える上で,参考となる。

Studles which promote the knowledge, attitude arld skiⅡS that are relevaTlt t0 ⅡVlng responsibility

in a multicultura13nd !nter dependent world

この定義より,子どもたちの knowledge 秩Πi脚. attitude (態度・姿勢り. ski11S (技能)を幅広く

伸ばすことが求められていることがわかる。この定義を参考にして,以下のように授業全体の目標を

設定することにした。この目標と後掲の授業計画に示したねらいを意識して,授業を構想した。

Olmowledge 秩U識):自と他(存在そのものや文化・社会,考え方など),平和と紛争.平等と
不平等,人権について知る。

0飢titude (態度・姿勢):人間としての尊厳を理解したり,自分たちをとりまく社会の様々な問

題に閧わろうとしたり,異なる文化や社会・状況やそこにある人について理解しようとする。

Osk迅S (技能):自ら学習を深めるために情報を収集し,それを他者と交流したり,整理したり

して活用し,自らの思考や理解をさらに深める。

3.授業計画

授業は前述のねらいや目標等を意識し,立案した。「平和」
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つの教材を用いる授業を計画した。中学3年生の検定教科書からの発展的な学習として取り扱う教材

が2つ, LL教室での主に映像視聴から「考える」ことにつなげる教材が2つ,そして筆者が高校時

代に学習した英語Ⅱの検定教科書からの教材という5つである。

教科書教材や発展的な読み物教材の学習においては,これまで学習して,習得してきた英語力(文

法力や語業力)を活用しつつ,わからないところは,辞書を活用したり,推測して読む訓練をしたり

する機会となることを期待し,その内容を理解したところから掘り下げて「考える」授業を目指した。

また,映像教材では,音声として入ってくる英語表現と字幕,演者の表情や場面の状況などを頼りに

英語の世界を味わいつつ,その内容について「考える」ことを期待し,立案した。

以下に,授業計画を示す。(資料・1 「平和」・「人権」をテーマとした授業の計画)

^、

ねらい

教科書Tot址En即⑮那工郡S伽本文の内容学習

①USAforA制侃のメンバーがどのような気持ちでどのような状況を変えたか0たのかを青える。

ノ

『桃ATe血ew011d』 DVD視聴および説明 4[教鋤

②USAfotA6i軸のメンバーになりきり、■分たちの力で『woketheworld』の映像を卿1り上げる。

『桃A鵡血OWⅢld』歌詞の学習、内容を考える(L[教室)

『桃Are血eW側d』映像制作

『weke血OWOTld』完成映像試写会悴業特別プログラム時・学年一斉)
J>、゛コ、YJ

士こ゛X

t 『vveArethewodd』

=ニ゛〒

,'

ねらい

授批f画

アメリカ同時多発テロ事件にっいての復習侮1年歌に概要を学習済み)

第1学年次にアメリカ同時多発テロ1こ0いて学習をした。その事件に基づいて作られた作品から、こ
の事件にっいて考えるとともに、「平和とは何か、人を大切にtるとはどのようなことかを考え
る。

『W0紅DTRA斑C則T殴』映惚視聰および視聴ワークシート記入

2'『WORゆ丁RADE・CENTE則'111、ンS、"、1g
ノノノ、

5時問

配当時間

ーゞーーーー、ー・ 3、hh D 、. fl

鵬問

ねらい

數科都ot址殻"山扮Lesson 本文の内容学習

原典の英訳版教枷こ関tる課題

生徒たちと同じくらいの年齢のアンネ=フランクが置かれていた状況や歴史的背最を彼女のa記から
読みとり、「平刻と畷争」にっいて考える。

課題を基にした嘴える」陵現する」活動

授業計画

、、、

、、、゛'^

ねらい

配当時問

3時間

、、

『F郎EDOMⅧTERS』映像視聴・説明・視聴ワークシート記入

1畊司

-N、、ー・ー,・ー、・・41FREEDOM、W虹「ERS』・・゛ー
人種や民族の違いや 1人権」にっいて実際にあったストーリーから学び、考える。それと同時に、人
が変わるきっかけやヨ分の人生にっいても考える。

1階母

、

、

授業計画

6断点

1時問

i什IA加eEr肌k1謎t

ねらい

城問

高校教科書UNICORNENGUSHCOURSEⅡLesson7 「THEMARCHTOF臨印OM」本文の内客

キング牧師が人生を捧げてきた「自富への行週
き様や彼が成し遂げたことから「平刻「平等」
を築いていけばよいのか考える。

キング牧師のスピーチや人生にっいて

ノ

キング牧師のスビーチ発表会

資料1 「平和」・「人権」をテーマとした授業の計画

授業計画

5.官THEMARCH丁ofR託D0醐

0δ時問

配当時間

0.5時問X6回

、ι JノノJ"ー、、
0 /、

Ji三、ミ1、・マL

ι"

授饗1画

4断司

配当時間

塒間+家庭学習

とはどのようなものだったのかを誠み取る。彼の生

「人権」にっいて考え、われわれがどのよう塒士会

1時問

0,5時悶X6回

配当時問

、、气
、!/ C3〒_
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以下に,授業の実践報告をしたい。

1, rvve Are the worldl

教科書での学習を終え, LL教室で『we Arethe world」のDVD を視聴した。その歌詞の内容を

学習し,どのようなことを伝えたいのかを考えた。その後,歌えるように練習をした。

さらに,第1学年次のクラスオリジナル番組制作(本校研究紀要第40集P.53~P.76参照)や第2学

年次の EPP 恒ngⅡSh presentation project)村(本校研究紀要第41集P73 ~ P,100参照)での学習を

活かし、生徒主体のプロジェクト型学習として,クラスで役割を決め, rwe Arethe worl"の映像

制H乍を行った。クラスがーつとなり,そのクラスなりの『we Arethe world』の映像を佑Ⅲ乍し,卒

業前に全クラスー斉に試写会を行った。

生徒の多くがこの活動を第2学年次のEPPの活動と並んで,中学校の英語学習で印象に残ったと

答えてぃる。 USA for Africaのメンバーが行ってきたことを擬似的に体験することで,彼らの考え

方や行動,歌詞の込められた意味を少しは理解するきっかけとなったのではないだろうか。

Ⅳ授業の実践報告
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写真1 映像制作の様子

2.『VVORLD TRADE CENTERJ

2001年9見Ⅱ日に勃発したアメリカ同時多発テロに基づいた映画「WORLD TRADECENTE磁

を視聴し,視聴ワークシートの設問に沿って考えを深めた。

「考える」英語の授業を創る
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資料2 rvvoRLD TRADE CENTE則の視聴ワークシート

3.『The Diary of a youn宮宮irl(Anne Frank)』(2012年度公開研究協議会で公開)

教科書での学習を終え,原典を英語に翻訳した『The Dねryofayoung 即rU から教科書で学習し

卓皇件を置Lての賠即走■゛宣Lι,

,1二,ミ?0プ児?τ「'iが艝、亭レ加;゛1、t才匙',0述t重五

フ'美'生飴立窪ま熊..モ'0加1エキ,"弾ミ.1き'゛硬,E呈6累

1、「εt思1」1ず乞'tt早η_之'_n;熱・,"閉1IMPL「μぱモ'1庄6

0 工み【゛* to"・1、松,tも■寺町1'U 佳tネ孔.t、!.ー*批*顕身な

、τ(゛三許リ生0ん.域ξ、なぜf氏÷二とがnι、÷?1 、ι■. tす,

散1羊"t.み仁獣t,T三古埜が゛'1本売きnしr、nJ今国、J事件Σ
砲0、r、'【.托.、メ.. t'も'0 平1?1牛、t 人f"""5且."・叶1安興
tで「τ,、0 ●τ.巳、、、;り:、1、ザ1."fc、「宅鬼"÷1が'、、トな兵'キ
あキ,、三"n'ビ篤.■、1."馴'枇ゞ' t'ノ¥?尋0 ・りンε●b1 るT、晶{、
1〒き人ι・」(','ん".カフi:し心い、@イ,0',「住ξrn l0小靈が'でルら゛
ギ女h{ト!'.とき毛1二1【T"'メ、n"=.,う',り、Uぜι1ン.11とさr.
即'ナきみ,ιイヂ fき、'陬咋"、"●川角#1;,E叉UI、11,
ヲ1Ξ,マη0ーリ,0 ゛こ●耳ドナΥf t寺ち令'、電t'マワ0一り101'虻■ミ,
t,.τ、、キ,鳧面イ'出会. t、.A,1 ゛"キ",千●f110 fi. t Lチ,f"'任τ 0
゛、1τリι0モ庚●゛しき"T-'仟 0 訂".ぜ"n '1中リが'0、 r.ヒ什"
む予lt'#,τι季,「1みτ'享0 1*τ心'i'E tミ゛等Lt,、、' 3t祥.
,見;τ..3'11T. nき1一ιネ'ご,かソ令み二γth、J子オ. ftチ皐1工打亘" nゴrT

需.'心、τΠ弓"巧 t"紫.血"ノ、 n fコに12.f'1"早、f,10.1t「キ 1」'1、τ札1輯1.
つ= t1キN.両τ§.K゛、T、T鳥重lt'L I..
?'リ n0 西).寺,0読ラ"ot 七ι r'.1互' 1工、1叫コ■即/、.

ー・' 1." V町'"'t、

0.胎父"!^^佃噺一三堅^゛
C註"上]__山_,ワ"劇"

-59 -

、,"ー.,J

鄭



お茶の水女子火学附属中学槙紀要第42染松013)

た内容と関係のある部分を生徒に渡し,ワークシートの設問に基づいて個人学習を行う。時間が足り

なかった生徒は自宅での課題学習とし,設間に関して渡された日記を読み深める。

授業では,読み深めた英語の日記や自分が記したメモや考えをもとに,学習班での意見交換や討論

などを行い,さらにそれを活かして貞分の考えを深め,表現し,発表した。

同じ教材に対しても,生徒によって様々な考え方や感じ方,とらえ方があり,それを共有する中で,

異なる意見の受容や共有,思考の深化がなされ,それが自己の考え方をより深めたり変容させたり

と,興味深い時間となった。

,総 岡添
早瓢

写真2 学習グループで話し合いをしたり,発表を聴いたりしている様子(公開研究会)

4, rFREEDOM WRITERSJ

rFreedom wr北ers』(工りン・グルーウェルとフリーダム・ライターズ著,珊中奈津子訳,講談

社2007年)を原作とした映画『FREEDOM WNTERS』(2007年)を視聴し,視聴ワークシートの設

問に沿って考えを深めた。
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資料3 『FREEDOM WRITERS」の視聴ワークシート

5. rTHE MARCH TO FREEDOMJ

高校教科書UNICORN ENGLISH COURSE Ⅱ(文英堂/平成6年2月検定済) Lesson7 rTHE

MARCHTOFREEDOM」の本文から,キング牧師の人生やその生き様を学習した。本文中に出て

くるキング牧師のスピーチの一部を学習するとともに,映像で実際の演説の様子も視聴した。また,

キング牧師のスピーチの一部を選択し,暗唱発表会を行った。

本教材の学習に関しては, LL教室での授業で視聴していた rFREEDOM WRITERS』と関連づけ

ながら授業を行った。また,両方に共通してタイトルにっいている"FREEDOM'「自由」の意味に

ついても生徒に問いつつ,考えさせながら授業を展開した。
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1.視聴ワークシートからの考察

LL教室での Movieの授業で扱った「WORLD TRADE CENTE磁と『FREEDOM WRITERS」

の視聴ワークシートのいくつかの記述から考察したい。

★「WORLDTRADECENTENの視聴ワークシート全体の感想、より一部抜料K下線は筆者による)

映画の最後には「日ごろ忘れていた善を見せてくれた」と書いてありました。この映画ではそれをよく表

していたと思います。「助け合いの朴井*」多くの人々が協力して他の人々を助けようとする様子はまさしく「豊」

初めは,ビルが崩壊したり,血まみれの人が出てきたりする上,実話なんて"怖くて嫌だな.楽しく笑える映画
がいいなと思ってぃました。けれど.最後まで見て映画のメッセージに気付いた時.中学生というこの時に,こ

の映画を見られて良かったなと思います。アメリカ同時多発テロは,自然災害でも何でもなく,人の手によって

起こされたもので,この社会に生きる大人になるにあたって知っておくべき負の出来事の 1つです。ですが,目

をそらしてしまってぃました。そのような出来事を学べるとともに,普通に生活している時にはつい忘れがちな

家族や仲問がいることの強さ,ありがたみ、大切さを思い出すことが出来ました。この映画はぜひ全世界の中学

生に見てもらいたいです。

だと思いました。そして多くの人は当たり前だ0たことは,本当は当たり前ではなく幸せなことだということを

気付かされたと思います。私麹身も今まで家族がいることは当たり前だし,今の生活があることが当たけ前で,

だからこそ何かがほしいなどという欲がありました。でもこの映画を見て,家族がいること,そして今の生活が

あることは当たり前ではないということに改めて気付かされました。日本は他の風にくらべると平和だし,私も
今をゆっくりとすごしている,ふだんは当たり前に思ってしまうが,それは本当に幸せなことなのだ女あと思い

ました。だから,この事件は私たちに「日ごろ忘れていた善」だけでなく「日ごろ忘れていた「幸せ』」見せてく

れたと思います。同時多発テロ需多くの悲しみを与え,あってはならない事件としか思、いませんでした。・

V 考察と課題

この映画は,私のようなこの事件を知らなかった人たちにもその悲惨さを伝える上ですごく効果的なもの

だと思います。家族の愛情の深さや大切さ,仕事仲問の友情のすぱらしざ,助け合う心の美Lさに加えて.この

上記の感想は代表的なものであるが,生徒たちの多くはここに代表される内容を感想、として記して

いた。筆者が下線を施した部分は,本授業のテーマである「平チ山や「人1樹と関わると考えた部分

である。生徒たちは漠然と「平和」という状態をとらえていたが,本作品で「平和」とは決して言え

ない状況にふれることにより,今自分がおかれている環境を見直し.「平手Π」というものをとらえ直

したのではないだろうか。その中で,この作品から様々なメッセージを感じとり,家族な付中点の大切

さや助け合いの精神,生きる意味や価値などについて考えたようであった。このようにメッセージ性

が強く.実際に起きた事件をべースに創られた作品にふれることで,生徒たちの考えは揺さぶられる。

さらに,生の英語学習ができるのは大変有意義である。

テロが本当にひどいものであったこと,現実に起きたものであることが見る人に痛いほど伝わります。怖いほど。

このような大きな「心の損失」があ0た時どうすれぱ良いのか,私は考えるようになりました。自分が死ぬ側で

はなく,もしも家族のうち誰かがいなくなったとしたら。今まで普通だったことが突然過去の,思い出となってし

まいます。・

「考える」英語の授業を創る

かりました。自分の弱さにうちかつためには大切な人を持つこと.まだ死ねないと思、う強い気持ちを持つこと。

私はこの映画を通してたくましく生きるためには,「俗分が生きる意味を見出す」ことがすごく大事だとわ

これからの人生,この学ぴを大切にして歩んでいきたいと思、います。そして,その人生の中で自分が生きている

意味や価値を見出したり,大切な人を持てたりできたらすごく幸せだなあと思いました。たくさんの大切なこと

を教えてくれたこの映画は本当に語り継ぐべきものだと思いました。

この映画は「希望を捨てずあきらめないことの大切さ」と「仲問・家族の支えの大切さ」を伝えてくれました。
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★『FREEDOMWNTERS』の視聴ワークシート

この映画では先生にとっての生徒をとるか夫をとるかの選択や,生徒にとってのギャングと友達の難しい
選択が多くぁり,正しい選択というものがどういうものであるかが伝わってきたと思う。たくさん悩んで考えた

からこそ,よりいい人になっていけるのだと思う。世界には,まだ宗教やノJ重の違いによる差別が行われているが,

Skin buT b 血econtentoftheircharacter の部分に当てはまると思った。キング牧師とつながることも発見でき

白人のほうが黒人より優位であったり,たくさん信仰されている宗教の方が少数派の人よりえらいということは

これから消えていくと思う。しかしそのためには全員が差別をなくすために色々な人を受け入れ認めてぃく必要

があると思った。『FREEDOM WRITERS』はアンネの日記のように,世界中の人に協力することによって,他
の人種でも仲よく出来ることを見せられたと思う。

フリーダム,

種差別の世の中で,

てよかった。またヒースさんの Youarethe heroeS というセリフも印象的だった。毎日を生きている自分こそが

皮人が黒人に対する差別しかしらなかったが,その時は,もっと色力な人種の人たちが,お亙いに差別し合って

いた。それを思うと,今の世の中はとても平和で,安全なように思える。また,日本は,世界の中で,最も安全

な国の中のーつに入ると思う。このような世の中になることができたのも,誰かがMS.Gのように,人々をまとめ,
お互いを理解させたからなのではないかと思う。この映画は自分たちに昔あった亊実を伝えるとともに,そのよ

ライターズの中でのできごとが,ノンツィクションだと改めて思うと,本当に感動する。人

あの203号室だけが,どの人種も平等であり,対等の立場にいた。僕は,ヒトラーの差別と,

うな「今」についても考えさせるようなものだったのではないだろうか。

この様な対立のある世界が本当にあるのだなと改めて感じました。外に一歩でも出たら銃声が聞こえたり,スラ
ム街みたいな所がありクラスメートでさえも信じられない世界とはどんなものなのかすごく考えました。 MS.G
は今まで無縁だった人種対立の世界に自ら入っていって根本から考え直す,その行・動力にもおどろきました。こ

全体の感想より一部抜粋(下線は筆者による)

の映画は人種対立で危うかった世界があったという事実を皆に訴え,「平和な世界」という、のに近づいてぃくた

めにはどうするべきかを鑑賞者に考えてもらうというねらいがあったのだと思います。私は真実の重要性をわか

ることとお亙いに1異り合うということが大切だと思いました。

点を特に伝えたかったのではないかと思います。「実現に洵けて行動することの大切さ」とは,問述ったことをな

ヒーローなのだと自分に思、わせることができた。

この映画の主題についてですが,私は「実現に向けて行動することの大切さ」「仲澗や紳の大切さ」,この2

おすこと,自ら行動すること,あきらめないこと,それらの大切さ。「仲問や紳の大切さ」は,仲問やその緋を大

切にすること,人種は違ってもお互いを大切にすること,それらの大切さ,必要さで,私はこれらのことを映画

を見ていて強く感じることができました。「何かを変える」ということはとても難しいことです。富分を変えるこ

生徒たちの多くは,本作品のテーマを「人種差三山だととらえたようである。本作品から,「人種

差別」の壁をどのように取り除いていったかの過程を学んだ。そして,人種や民族の壁が取り壊され,

そこから新たに生まれる信頼関係や仲問意識,紳の尊さや,一人ひとりが個を受け入れ,認、め合う,

尊重し合うことの重要性,平等で平和な世界などについて考えたようである。

また,本作品には,『アンネの庭三湖やキング牧師に関する部分が登場するのだが,これらを LL

と,周りの考え・関係を変えること,規則を変えること,社会を変えること,すべてが勇気のいることです。時

問や労力,仲間など,必要なものがたくさんあります。ですが.何かを変えるためには,やはり努力をして.白
分自身と,そして周りと戦わなければならないのです。そのことを強く感じました。

特に印象に残っているシーンは生徒たちがホロコーストの博物館に行って今自分のしてぃることのあさ

はかさを知り,官分よりもっと幼い子どもたちが次力と殺されていったという事実を知り,衝撃を受けてぃたシー

ン。生徒たちが自分自身の目でそれを知ったということが,この映画において大切なシーンだと思った。また.

生徒たちはみんなそれぞれの悩みや苦しみを抱えていて,それをノートに轡くことによって,
詑にも言え女いことを言禁にして吐き出していた。そしてそれはいっしかミスGに助けを求めるようになって

いった。この変化も大きかったと思う。この映画の主題である人種差別は本当に単なる見かけによって判断され
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ていることがよく分かった。2船教室の生徒はだんだんお互いを家族と思えるくらい信頼関係が生まれてぃった。

それは人種を越えてお互いを受け入れられたということ。まさにキング牧師のnot'ud edb 血e c010r of their



教室捌、外での学習とつなげ,そこに関連性や共通性を見出し,考えようとする生徒もいた。

このように.英語での学習をきっかけとして,私たちを取り巻く諸問題や歴史的背景などについて

学び,考える機会を持つことは,英語学習を深める上でも有効であると感じた。

2.英語の授業のふり返りからの考察

卒業前に英語の授業をふり返っての感想を書いてもらった。その中から,本テーマと関連するもの

をいくつか紹介したい。(下線は筆者による)

1年生から3年生までの3年間の間,今までやったことのないことをたくさんやってきたなと感じました。大

きな行事のようなものから,毎遍LL教室で映画を観て聞き取りをしたりするのは本当に楽しく'英語をより身

近に感じるようになりました。また,マザーテレサやアンネフランク.キング牧師など,歴史上の人物について

も学ぶことができました。日本語ではなく英語で内容が理解できるか不安もありましたが,新f羊な感じがしてど

んどん読み進めてぃくことができました。あっという問の3年問でしたが.その問に英語を楽しんで学習してき

て もっと色々なことを知りたいと思えました。

私は英語は得意ではありませんが.大好きです。たしかに授業スビードは速かったでt。でも.その分LLの

授業で,音楽を聴いて,映画を観て,ただ英語の書き言葉だけでなく話し言葉のようなことも学ぶことができま

した。また.9・ Uやタイタニック. FREEDOM WRITERS など.本当に起こったことについて同時に学ぶこと

ができました。普通の英語の授業だけではなく, LLの授業では大切なことを得ることができたと思っています。

普段の授業では授業のスビードが速い分集中して取り組めました。アクティビティなど,ただ座って学ぶだけで

なく.実際に使ってみたり'教科轡の延長でアンネワランクについてやったり, EPPや We Arethe world の

PV を作ったりなど.楽しかったです。物を覚えたり.授業を受ける上で,楽しく取り組むのはとても大切なこ

とだと思、います。だから,3年問苦もなく授業を受けることができて,元ι好きだった英語が大好きにな0て.

得意になりたい.もっと学びたいと思えました。また.もっと海外について知りたいと思うようにもなりました。

そうぃう意味で,中学校3年間の英語の授業はとても大切な授業だったと思います。これから先.英語を得意に

できるように努力をしていきたいと思います。

「考える」英語の授業を創る

英語の授業は中学校に来て初めて習う教科でした。また,私は中学校に入学する前に習っていたのもあり.中

学校での英語の授業をやっていけるかどうかをとても心配していました。しかし,授業を受けてみると ・ V、

ままで抱いてぃた不安は消え去ってしまうほどとても楽しい授業に出会えて,いまに至ります。英語の授業はわ

たしにとって,単に楽しいというものだけではなく,あらゆる知識を学び,あらゆる視点から,方向から物事を

見るということを学ぶことができた教科でもあります。特に LLの授業で観た映画においてです

が、映画に出てくる人たちは全貝"何か"を持っています。大切なものであったり.強く自分の中に抱いている

信念だったり,私には持っていないものです。だからこそ,この3年間の英語の授業で見つけられた気がします。

英語の授業は, EPP や"we Arethe wodd"の PV作り等、習得したものを発表するという内容が多く,非常

に楽しかったです。英語の授業を通して,当時の歴史について深く学んだり、それらについて自分の意見を述べ

合0たりすることで,自分の考えだけでなく.他の人達は,どのように思っているのかについて,詳しく知るこ

とで.様心な視点から学ぶ能力も学ぶことができました。3年間,様々なことを教えて頂き,本当にありがとう

ございました。

3.学年終了時のアンケートより

第3学年の授業が終わった後,ふり返りを行った。その中で,3年間の英語の授業で最も印象に残っ

た学習および授業で学習した最も好きな曲のアンケートを行った。資料4の結果から,生徒たちに

とっては,仲間と協力して倉1」り上げる EPP の活動や「we Arethe world』の映像制作活動といった

生徒が主体的に行う表現創作活動が印象に残っていたことがわかる。また.資料5の結果からは,か

なりの時間を費やして歌うことができるようにな0た『we Are 血e world」という曲に愛着を持っ
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EPP活動
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4、まとめと課題

「平和」・「人権」を2012年度第3学年の授業のテーマに設定し,5つの教材に取り組んできた。1

つ1つはそれぞれが独立した教材である。しかし,それらを 1本の線で結び,とらえることにより,

授業者のみならず,生徒たちの意識も変わったと感じている。1つのテーマに向かい,様々な方向から,

様々な方法でアプローチしていくことで,より多角的・多面的な考え方を養うことが可能になる。総

合的な学習での視点,道徳からの視点,英語科という教羽・からの視点で,共通する部分もあるだろう

し,異なる部分ももちろんあるだろう。そして,英語科の中でもテーマに対しての様々なアプローチ

の方法がある。しかし,その士台にある「伝えたいこと」や「考えてほしいこと」を 1つのテーマと

しては貫くことによって,より考えが深まっていく。したがって,テーマに基づいて,生徒たちに「考

える」きっかけとなる教材を提示することは極めて有効であると感じている。教科書で扱われている

題材に加え, LL教室で扱う映像教材や高校で使用されている教科書という異なった題材を教材とし

て活用することにより,生徒を様々な方法や方向からテーマへと近づけることができるということで

ある。

また,昨年度までの研究で取り組んできた,生徒が主体となる活動を絡めた「考える」授業の可能

性だが,今回の「we Are 血e world」の映像制作の様子から,教員主導型の授業と比較して大きな

教育的意義を感じた。これは昨年度に実施したEPPという活動からも感じたことだが,やはり生徒

は座学での学びを,仲間と考え,何かを創り上げていく中で,活かしていく中に学習へのやりがいや

意義,達成感などを見出していくのである。『we Are 血e world」の学習では,その作品に込められ

た願いやメッセージについても考えた。そのメンバーが協力して創拘上げた作品を自分たちも麹分た

ちの力で創り上げることで,彼らの体験を擬似体験することになる。当然,各役割を演じることにお

いて,自分の歌詞を覚え,歌えるようにし,本人に近づけるため研究するのである。また,クラスと

してーつのものを創円上げるため,他者とコミュニケーションをとることが不可欠なのである。互い

にパフォーマンスを指摘しあい,切磋琢磨し,よりよいものを創ろうとする空気がそこにはあった。

この空気の中には英語の得意・苦手は関係なく,真剣な顔と笑顔であふれていたのである。これこそ

「学校ならでは」の英語の授業であり,生徒の記憶に残る体験なのではないだろうか。

3年間持ち上がり,中学校英語の授業を担当する機会を得たわけだが,電子黒板にフラッシュされ

たピクチャーカードを大きな声で発音練習したり,アルファベットの練習をしたりしていた生徒たち

35%
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が3年間でここまで成長するかと思うと驚き以外の何物でもない。今後の課題として,それぞれの学

年の発達段階に応じた教材を考えるとともに,「表現する」だけでなく,「考える」きっかけを与えら

れる英語科の授業を開発していきたい。
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「=える」英語の授業を創る

註

*1 EPP (English pre託ntation project):第2学年次に各学級から 3名ずっ合計12名のプロジエクトリーダーを選出し,1
月中旬から3月下旬にかけて生徒主体で創り上げた英語活動。クラスごとにプロジェケトリーダーが授業案を作成し,授業

を行った。本英語活動では.英語劇(生活班での発表)・英語学年課題曲(The S脚nd ofsilence),英語学級自由曲(1・2

学年で学習した英語曲から選択)・英語詩群読(各クラスのプロジェクトリーダーが選んだ英語詩)を扱い'学年の最後の授

業日に2時問で発表会を行0た。その企画・運営もすべてプロジェクトリーダーを中心として実施した。審査員を都立高校

の教諭や附属小学校の效諭,学年所属の教諭' ALTの講師、英語科の講師にお願いし,各部門,総合の順位も出Lた。また,

保護者にも案内をし.公開した。本活動においては,英語詩や英語曲の歌詞についての解釈にっいて話し合ったり,表現を

工夫するための手立てを話し合0たりと.多くの話L合いの場面が見られた。また.様々な視点からーつのものに取り組ん

でいくための多面的・多角的なものの見方を体感する姿も見られた。

-65 -


